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グランドデザインの見直し経緯、構成・位置付け
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 前回のグランドデザイン改定から約7年が経過し、学会を取り巻く社会環境や課題は大きく変化。
 今後も大きな環境変化が見込まれる中、学会が時代のニーズに即した活動や会員サービスを提供し、
引き続き、役割を果たしていくために、その指針となるグランドデザインの見直しを検討。

経緯

グランドデザイン
策定

グランドデザイン
レビュー

グランドデザイン
の見直し

2007年 2014年 2021～2022年
7年後 7年後

社
会
環
境

学
会
課
題

・東日本大震災の発生に伴うエネルギー供給構
造の大幅見直し

・安全安心なスマート社会の実現への取り組み
・ICTの一層の進展に伴う情報の流れの変化

・財政健全化
・会員の維持・拡大

・Withコロナ、Afterコロナへの対応
・会員の維持・拡大
‣内外での連携強化

・脱炭素社会への世界的な流れ
・科学技術における日本のプレゼンス低下
・デジタル化・イノベーションの加速
（業界の垣根を超えたサービス）

・SNS、オンラインサービスの普及
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新グランドデザインの構成

前回のグランドデザインは、「学会の行動目標」と「重点的に行うべき４つの活動」で構成されていた。
 「重点的に行うべき４つの活動」は、学会を取り巻く環境の変化に応じて変えていくものであること
から、見直し対象とし、新グランドデザインは、学会の「あるべき姿」と、それを実現するための「長
期戦略」で構成する。

【前回グランドデザイン】 【新グランドデザインの構成】

外部環境変化

現在の課題

［あるべき姿］

［長期戦略］

今回、見直し対象

「重点的に行うべき
４つの活動」を見直し

コンセプトは維持
学会の目指す姿、社会の
中で果たすべき役割
※前回の行動目標の
コンセプトも織り込む

あるべき姿の実現に向けて、
長期的な視点で取り組み
を行っていくための方針
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グランドデザインの位置付け

定款

グランドデザイン

存在意義
（理念・目的）

あるべき姿
長期戦略

中期アクションプラン

年度事業計画

ブレークダウン

実行計画に
ブレークダウン3~4年間

※毎年ﾛｰﾘﾝｸﾞ

1年間
※毎年策定

長期的な視点で、学会の在り方を構想（学会全体で議論）

 あるべき姿：学会のあるべき姿、果たすべき役割
 長期戦略：あるべき姿に近づくために何をやってくか

具体的な実行計画にブレークダウン（各部門・支部・委員会で議論）
 長期戦略は大きな方針
 具体的に何をやってくかは、各部門・支部・委員会が
長期戦略の方向性に沿って、考えていく

学会員

部門・支部活動へ参加
大会参加・論文投稿
＝長期戦略実現へ貢献

魅力向上した学会の利用
＝学会に所属するメリットを享受

グランドデザイン

中期アクションプラン
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新グランドデザイン



長期戦略

あるべき姿のポイント
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あるべき姿のポイントと長期戦略

『場』 の
活性化・魅力向上

『場』 の
拡大・融合

効果的な社会連携
活動の推進

学会運営の
合理化

会員に魅力的な場を提供
“豊かで安全安心な社会”、“持続的発展が可能な社会”の実現に貢献

会員サービス
の向上

一般社会との
連携・情報発信

学会の
DX推進

協創を生み出す
「場」の提供

＜長期戦略①＞ ＜長期戦略②＞ ＜長期戦略③＞ ＜長期戦略④＞

＜ポイントⅠ＞ ＜ポイントⅡ＞ ＜ポイントⅢ＞ ＜ポイントⅣ＞
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＜目指す社会＞

電気学会の「あるべき姿」

目指す社会の実現に貢献

“豊かで安全安心な社会”、“持続的発展が可能な社会”

＜会員向けサービス＞
表彰情報発信技術者教育コミュニティ・交流 ・・・

＜学会活動＞

出版会員情報DB
（スキル、活動履歴）

他分野の学会

共通活動基盤・・・大会・イベント等活動支援、情報共有支援

電気に関するプロフェッショナル・コミュニティ
としてのプレゼンスを向上

＜学会員＞

学
会
の
D
X
推
進

利便性の高いサービス
魅力的な場を提供

提
言

協創を生み出す
「場」の提供

一般社会との連携、
情報発信

◆電気学会のプレゼンス向上
◆電気に関わる人材の育成

（将来の学会員増）

学会活動への参加・貢献

 クリーンな「電気」が安定的に供給（カーボンニュートラルの実現）
 社会の基盤として、「電気」があらゆるシーンで安全・快適に利活用

会員同士の繋がり 会員同士の繋がり 会員同士の繋がり

知識意見の交換調整、情報提供等を行う場の提供
（研究成果発表・共有、研究調査活動、国際化活動 等）

他の工学分野
人文・社会科学分野

など
「場」の
連携・融合

産
業
界

ア
カ
デ
ミ
ア

海外の学会
IEEE、CIGRE
アジア各国の学会

など

国

社会との
協創

 サービス利用、学会活動を通じて成長を実感
多様なメンバーとの接点を得る
（アカデミア～産業界、様々な専門分野）

＜産・学・官＞

親・子供
教育機関

連携 情報
発信

社
会

電
気
学
会

コンテンツDB
（セミナー、教育・啓発）

メディア
SNS
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【参考】「あるべき姿」の解説

会員への魅力ある「場」の提供 と 目指す社会実現に向けた貢献

Ⅰ．協創を生み出す「場」の提供
 今後、日本が目指していくカーボンニュートラルやSociety5.0の世界では、電気が今まで以上に利活用される
領域が広がっていく。電気が社会・生活の様々なシーンに深く入り込んでいくほど、自然科学のみならず、人文・
社会科学といった分野との融合や分野横断の取り組みが重要。

 電気学会創設以来長年行われてきた「知識意見の交換調整、情報提供等を行う場の提供」に加え、今後は、
他分野や海外の学会と連携・融合した姿を目指す。

 電気学会が多様性のある「場」（知識意見の交換調整・人的交流のためのプラットフォーム）を提供するこ
とを通じて、社会と産学官が一体となった協創を生み出す。

プレゼンス向上
（学会の魅力向上）

目指す社会の
実現へ貢献

会員サービス向上
会員の増加

学会活動
の活性化

好循環！

協創を生み出す
「場」の強化

 旧グランドデザインにおいて行動目標としている「会員への魅
力ある場の提供」と「“豊かで安全安心な社会”、“持続的
発展が可能な社会”実現への貢献」は、普遍的な学会の
価値であることから踏襲。

 目指す社会では、電気がどのような役割を果たしているかを
イメージできるような文言を記載。

 学会活動を通じて、目指す社会実現に向けて貢献する姿。

前回グランドデザインから踏襲

今回追加
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Ⅱ．会員サービスの向上（魅力的な場、利便性の高いサービスの提供）
 学会が目指す社会実現に貢献するためには、会員にとって魅力的な「場」の提供が重要であるため、多様な
学会員同士が繋がりあうことで互いに成長を実感できる「場」を提供。

 目指す社会を実現するためには、変革を担う人材の育成も重要であることから、技術者スキル向上に資する
サービスの提供（コンテンツの整備等）やスキル・実績管理を行える機能を提供。

Ⅲ．一般社会との連携、情報発信
 国への提言やメディア・SNSを通じた社会への情報発信を行うことで、学会のプレゼンス（認知度向上）が
向上していく姿とする。

 教育機関、親・子供と連携することで、次世代の電気の研究者・技術者のすそ野を広げる活動も重要。
（将来の学会員増にもつながる）

Ⅳ．学会のDX推進
 大会・イベント開催に関わる業務負担が軽減され、メンバー間でのコミュニケーション・情報共有が円滑に行
われるための活動基盤が整備され，会員向けサービスの利便性向上に絶えず取り組むという姿を目指す。

 そのために，デジタルを最大限に活用する必要があることから、「学会のＤＸ推進」を記載。

【参考】「あるべき姿」の解説

前回グランドデザイン
から踏襲

前回グランドデザインから踏襲

今回追加



長期戦略①：『場』 の 活性化・魅力向上

長期戦略②：『場』 の 拡大・融合

長期戦略③：効果的な 社会連携活動の推進

長期戦略④：学会運営 の 合理化
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長期戦略

 少しの工夫の積み重ねによる『場』のブラッシュアップ
 オンライン上の『場』の利便性向上と充実

 幅広い学術分野や多様な組織体との連携強化
 規格・標準化活動における連携・支援体制の強化
 アジアにおけるプレゼンス向上

 効果的かつ効率的な社会連携活動の推進

 本部による部門・支部活動の共通的支援
 他学会との学会運営エコシステムの構築
 各種運用、手続き、事務処理の効率化

Copyright © The Institute of Electrical Engineers of Japan. All rights reserved.
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【参考】個々の学会員の活動との繋がり

部門

支部

本部

• 地域における他学会との交流・連携 【知の探索、繋がり獲得】
• 地域社会との連携、次世代へのアプローチ 【学会プレゼン向上、次世代人材獲得】
• 地域課題の把握、それら踏まえた研究・開発 【社会ニーズの把握】
• 『場』の魅力向上、活動効率化への意見提起・デジタルの積極活用 【学会の魅力向上】

• 専門領域を中心とした知識・意見の交換・調整 【知識・意見の交換調整、知の探究】
• 分野横断的な活動、イベント等への参加 【知識・意見の交換調整、知の探究】
• 海外の研究者・技術者との連携・交流 【国際化】
• 若手、次世代向けイベントへの貢献 【次世代人材獲得】
• 『場』の魅力向上、活動効率化への意見提起・デジタルの積極活用 【学会の魅力向上】

学会員は、学会活動を通じて「成長」と「繋がり」を実感

• 本部主催の大会・イベント等への参加、論文投稿 【知識・意見の交換調整、知の探究】
• 規格調査活動への参加・貢献 【規格・標準化】
• 共通英文論文誌への投稿 【国際化】
• 社会連携活動への貢献 【学会プレゼン向上、次世代人材獲得】

学会員の活動 長期戦略 あるべき姿

『場』 の
活性化・魅力

向上

『場』 の
拡大・融合

効果的な
社会連携活動
の推進

学会運営の
合理化

会員サービス
の向上

一般社会との
連携・情報発信

学会のDX推進

協創を生み出す
「場」の提供

今後、本部・部門・支部等で策定

今後策定される中期アクションプ
ランに応じて、変わっていく可能性

ポイントⅠ

ポイントⅡ

ポイントⅢ

ポイントⅣ

戦略①

戦略②

戦略③

戦略④
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【参考】長期戦略①：『場』の魅力向上・活性化

【本部中期アクションプラン例】
 論文のバックデータを共有する仕組みの構築
 マイページのコンテンツ充実・操作性向上
 オンライン交流基盤の構築

【部門・支部中期アクションプラン例】
 支部大会における会員交流機会の増加
 若手社会人限定のオンライン座談会

長期戦略①：『場』の魅力向上・活性化
 少しの工夫の積み重ねによる『場』のブラッシュアップ
 オンライン上の『場』の利便性向上と充実

【解説】
 電気学会は、「電気に関する専門家が最先端かつ高度な研究シーズやニーズを交換する日本最大の場」。この唯一
無二の価値を高め、更なる魅力的な『場』へと進化。『場』の活性化により、学会活動への参加を通じた学会員の成
長にも貢献。

 『場』の魅力向上・活性化は一朝一夕には成しえない。
 本部・部門・支部が電気学会ならではの価値を高める少しの工夫を積み重ね、『場』をブラッシュアップ。

 『場』の魅力向上・活性化には、学会員ニーズへの対応が必要。部門・支部等へのヒアリングや学会員アンケート等か
ら、学会サービスのDXニーズの高さを把握。
 オンライン上の利便性向上やコンテンツ充実による『場』の魅力向上・活性化を推進。

Copyright © The Institute of Electrical Engineers of Japan. All rights reserved.
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【参考】長期戦略②：『場』の拡大・融合

【本部中期アクションプラン例】
 規格・標準化における国や他審査団体との連携強化
 他学会との学会誌共同発行
 共通論文英文誌の価値向上に向けた取り組み

【部門・支部中期アクションプラン例】
 技術委員会における部門間連携テーマの設定
 支部大会における他学会会員との交流機会増加
 国際会議の更なる充実

長期戦略②：『場』の拡大・融合
 幅広い学術分野や多様な組織体との連携強化
 規格・標準化活動における連携・支援体制の強化
 アジアにおけるプレゼンス向上

【解説】
 複数分野に跨る技術課題の増加、電気が支える領域の拡大。

 学会内の連携強化に加え、他の学協会との連携により、学会員に対して広範な『場』を提供。
 規格・標準化活動における国際的競争の高まり、分野横断的な標準化の動きの拡大。

 国や他の審査団体との連携強化に加え、規格・標準化活動の人的リソース確保や活動参加に対するインセン
ティブ向上。

 学会員に対して海外との接点提供を目的とした国際化活動を継続。国際的プレゼンスの更なる向上による、学会員
へのメリット拡大を志向。
 距離が近く、論文投稿数が増加しているアジアを重点地域と定め、当該地域の研究者・技術者に対するプレゼ
ンスを向上。

Copyright © The Institute of Electrical Engineers of Japan. All rights reserved.
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【参考】長期戦略③：効果的な社会連携活動の推進

【本部中期アクションプラン例】
 社会の求めに応じた研究成果の発信
 他の学協会との教育コンテンツ共同保有

【部門・支部中期アクションプラン例】
 国・社会へ提言可能な技術委員会のテーマ選定
 支部活動の共催・協賛化の推進

長期戦略③：効果的な社会連携活動の推進
 効果的かつ効率的な社会連携活動の推進

【解説】
 社会連携活動は、いずれも電気学会のプレゼンス向上に資する。

 社会連携活動には、学会員の実働が必要となる活動も多く、それに見合う効果が得られているか疑問視する意見も
少なからず存在。
 他の学協会との共催・協賛、シニア世代との連携等、効率的に展開可能な手法を検討し、投資対効果の高い
活動への移行。

活動分類 目的
国や社会への提言 目指す社会実現への貢献
でんきに関する普及啓発 社会のでんきに対する認知度・理解獲得
電気学会の広報・PR 電気学会の認知度向上
将来世代へのアプローチ 次世代教育

プレゼンス向上へ貢献

Copyright © The Institute of Electrical Engineers of Japan. All rights reserved.
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【参考】長期戦略④：学会運営の合理化

【本部中期アクションプラン例】
 共通活動基盤の整備

（大会・イベント等活動支援、情報共有支援）
 他学会との学会運営機能の共通化
 新部門予算制度の見直し

（費用配賦方法、会計事務の簡略化）

長期戦略④：学会運営の合理化
 本部による部門・支部活動の共通的支援
 他学会との学会運営エコシステムの構築
 各種運用、手続き、事務処理の効率化

【部門・支部中期アクションプラン例】
 学会運営の前例踏襲からの見直し

【解説】
 学会運営の合理化を図り、長期戦略を実現するための取り組みにリソースを確保していく必要。

 現状、各部門・支部が個別に行っている学会運営に必要な対応やシステム構築は、例えば本部で共通的に実
施することで、学会全体として省力化またはコスト低減が期待されるケースが存在。

 学会運営に共通する対応は、他学会との間でも想定され、他学会とエコシステムを構築していくことも長期的な
検討課題の一つ。

 本部・部門・支部の非効率な運用は、確認された都度見直しを実施。

Copyright © The Institute of Electrical Engineers of Japan. All rights reserved.
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